
（参考）   ヒアリについて 

 

１．生態について 

 原産地：南米 

 日本での定着状況：国内未定着 

 亜熱帯～暖温帯に生息し、草地など比較的開けた環境を好む。土で直径 25

～60 cm、高さ 15～50 cm のドーム状のアリ塚を作る。雑食性で、節足動物、

小型脊椎動物、樹液、花蜜などを餌とする。 

 

２．懸念される影響 

（１）生態系にかかわる影響：他種のアリと競合し駆逐するおそれがある。極め

て攻撃的で、節足動物のほか爬虫類、小型哺乳類をも集団で攻撃し捕食す

ることが知られ、鳥類の営巣・雛の生育に影響を及ぼした例もある。 

（２）農林水産業にかかわる影響：牛、馬、鶏など家畜への死傷被害 

（３）人体に関わる被害：刺されると、アルカロイド系の強い毒による痛みやか

ゆみ、発熱、じんましん、激しい動悸等の症状が引き起こされる。アレル

ギー性のショックで昏睡状態に陥ることもある。米国ではこれまでに多

くの死者が出ているが、広く定着している台湾での死亡例は報告されて

いない。 

 

 ※貨物等に紛れて気付かないうちに持ち込まれ、アメリカ、オーストラリア、

マレーシア、中国、台湾など環太平洋諸国に分布が急速に拡がっている。 

  


